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　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご
支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、このたびの東日本大震災により被災されま
した株主の皆様には、心からお見舞い申し上げます。
　さて、ここに当社第４期（平成22年４月１日か
ら平成23年３月31日まで）の報告書をお手許にお
届け申し上げます。
　当社は平成22年７月１日をもちまして「特種東
海製紙株式会社」に商号変更し、名実ともに持株会
社から事業会社となりました。段ボール原紙・クラ
フト紙を主軸とした「産業素材事業グループ」、ファ
ンシーペーパー・高級印刷用紙・機能紙の「特殊素
材事業グループ」、ペーパータオル・トイレットペー
パーを中心とした「生活商品事業グループ」の３事
業グループ体制の下、株主様のご期待にお応えでき
るよう、全グループ各社が一丸となって社業に邁進
しております。
　今後とも、「ユニークで存在感のある企業集団と
して社会と環境に貢献する」を経営理念に、『深化。
そして、進化。』を続け、基盤事業の強化と成長路
線を目指してまいりますので、倍旧のご指導ご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。

新中期経営計画のスタートです。
　経営統合2年目にスタートした第1次中期経営計画が平
成23年3月期末で終了しました。
　第1次中期経営計画は統合によるシナジー効果の発現
を主眼として取組みましたが、本年4月から新たな成長へ
のステップへと踏み出す第2次中期経営計画がスタート
します。
　計画を推進するにあたり、経営上の課題などを幅広く
三澤社長に聞きました。

株主・投資家の皆様へ Top Interview

代表取締役社長　三澤　清利

Q 第2次中期経営計画の概要を教えてください。

A 　基本テーマは「深化。そして、進化。」です。

　「基盤事業の徹底的な強化」を図る意味の『深化』。「成長

路線に向けた新たな変化」を図る意味の『進化』。この2つ

の「シンカ」を推進し、コア事業をより強固に、新たな成

長分野への躍進を目指します。売上高経常利益率5.0％以

上を必達させ、この混迷した大競争時代に勝ち残りを図り

ます。

　『深化』では、徹底した「販売力の強化」と「製造力の強

化」を図ると共に、「事業設計の見直し」を実施します。

　取引先である代理店や加工メーカーとの関係強化に注力

し、販売力の強化を図り、それを支える根幹として、主力

製品の品質優位性を維持・確保し、柔軟に最適生産が行え

る工場体制の構築と、コストダウンを極めていくことで、

製造力の強化を図ります。

　また、事業設計の見直しにあたっては、「経営資源の有効

活用」と「事業の選択と集中」を進め、採算性改善、テスト・

マーケティングの実施等により事業設計の見直しを図り、

グループ全体での企業価値の最大化を目指します。
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Q

Q

「東日本大震災」の影響について聞かせてください。

今後の投資計画についてお聞かせください。

A

A

　3月11日の震災では、関係会社の工場で一部天井が落

下するなど致しましたが、設備等への被害は無く、直接的

な被害は極めて軽微なものでした。

　一方、震災による製紙原料・薬品・燃料等の調達不安や、

電力の供給不安については、工場操業に影響を及ぼさない

よう万全の体制整備に努めています。

　製紙原料・薬品は、代替品を探すと共に、品質確保の試

験を行っています。また、電力の供給不安は、既存の自家

発電能力を最大限活かすべく、設備対応を含め、今夏に向

けて、安定操業出来るよう計画しております。なお、社会

の一員として、積極的に企業グループ全体で節電に取り組

んでいきます。

　しかし、これらの施策によりコストアップは否めない状

況ですが、きめ細かな対応でコストダウンに努めると共に、

お客様にご迷惑をお掛けすることのないよう、最善の努力

を重ねていきます。

　『進化』では、「新製品の開発と販売」「他社・他産業との

部分的提携」「海外展開」「環境事業の推進」を4つの鍵とし、

積極的に取組み、成長路線に向けた新たな展開を図ります。

　現在、当社は高い自己資本比率（46.5％）から、十分

な資金調達余力を有し、原則、ROA4％以上を投資の判断

基準としています。中期経営計画で推進すべき重点項目を

含め、この条件を満たす投資案件は積極的に実施したいと

考えています。

　今後の新たな投資案件では「アジア圏への展開を見据え

た企業・設備への投資」「コストや環境に配慮した三島工

場でのバイオマスボイラ新設」「安心安全を確立し、新規

販売先の獲得増を目指した加工工場の建設」「新規事業と

して水宅配事業への進出」などを実施してまいりますと共

に、研究・技術開発への積極的投資を行い、成長路線へと

舵を切っていきます。

Q 平成24年3月期の業績見通しについてお聞かせください。

A 　東日本大震災の影響等により国内景気が先行き不透明な

状況ではありますが、当社グループは、積極的な営業活動

に加え、経営の効率化を追求し、継続的な収益確保に努め

ていきます。

　しかし一方では、原燃料価格の上昇や電力供給の不足等

が懸念されることから、平成24年3月期の連結業績につ

きましては、売上高80,000百万円、営業利益3,100

百万円、経常利益3,000百万円、当期純利益1,400百万

円を見込んでいます。

第2次中期経営計画
テーマ　『深化。そして、進化。』

事業活動
深　化（基盤強化施策）

1. 販売力の強化
2. 製造力の強化
3. 事業設計の見直し

進　化（成長戦略）

1. 新製品の開発と販売
2. 他社・他産業との部分的提携
3. 海外展開
4. 環境事業の推進

戦略投資

企業基礎力の強化
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連結財務ハイライト

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）

経常利益
（単位：百万円）

当期純利益
（単位：百万円）

1株当たり当期純利益
（単位：円）

総資産
（単位：百万円）

純資産
（単位：百万円）

1株当たり純資産
（単位：円）
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平成23年
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61,985 59,97858,431 59,629

△5.36

379.53

Point Point
当連結会計年度の業績は、売上高79,363百万円（前期比1.7％
増）、営業利益3,839百万円（前期比11.4％減）、経常利益
3,750百万円（前期比6.5％減）となり、資産除去債務会計基
準の適用に伴う影響額、時価の下落による投資有価証券評価損
等を特別損失に計上し、当期純利益は839百万円（前期比
53.1％減）となりました。

当連結会計年度末の総資産は127,632百万円、前連結会計年
度末に比べ3,723百万円減少しました。主な要因は、有形固定
資産の減価償却です。
負債は、68,002百万円、前連結会計年度末に比べ3,374百万
円減少しました。主な要因は、短期借入金の減少です。
純資産は、59,629百万円、前連結会計年度末に比べ348百万
円減少しました。主な要因は、その他有価証券評価差額金の減
少です。なお、自己資本比率は46.5％となりました。
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連結財務諸表

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科目 当連結会計年度
（平成23年3月31日現在）

前連結会計年度
（平成22年3月31日現在）

(資産の部）
流動資産 44,751 44,316
固定資産 82,880 87,038
　有形固定資産 68,124 71,195
　無形固定資産 1,043 1,007
　投資その他の資産 13,712 14,836
資産合計 127,632 131,355

(負債の部）
流動負債 45,491 51,697
固定負債 22,510 19,679
負債合計 68,002 71,377

（純資産の部）
資本金 11,485 11,485
資本剰余金 14,463 14,481
利益剰余金 34,425 34,381
自己株式 △ 1,094 △ 1,146
その他の包括利益累計額 110 499
新株予約権 70 79
少数株主持分 169 197
純資産合計 59,629 59,978
負債及び純資産合計 127,632 131,355

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結株主資本等変動計算書　（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
新株

予約権
少数

株主持分
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主
資本合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

その他の包括
利益累計額合計

平成22年3月31日残高 11,485 14,481 34,381 △ 1,146 59,201 508 △ 8 499 79 197 59,978
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △ 796 △ 796 △ 796
当期純利益 839 839 839
自己株式の取得 △ 1 △ 1 △ 1
自己株式の処分 △ 17 53 36 36
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） △ 396 6 △ 389 △ 8 △ 28 △ 426

連結会計年度中の変動額合計 − △ 17 43 51 77 △ 396 6 △ 389 △ 8 △ 28 △ 348
平成23年3月31日残高 11,485 14,463 34,425 △ 1,094 59,279 112 △ 1 110 70 169 59,629

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科目
当連結会計年度

平成22年4月 1 日から（平成23年3月31日まで）
前連結会計年度

平成21年4月 1 日から（平成22年3月31日まで）
売上高 79,363 78,063

売上原価 63,811 61,365

売上総利益 15,551 16,698

販売費及び一般管理費 11,711 12,367

営業利益 3,839 4,331

営業外収益 710 655

営業外費用 799 974

経常利益 3,750 4,012

特別利益 16 201

特別損失 1,638 1,080

税金等調整前当期純利益 2,128 3,133

法人税等調整額 1,315 1,352

少数株主損益調整前当期純利益 812 −

少数株主損失（△） △ 26 △ 11

当期純利益 839 1,792
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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TOPICS

製紙には欠かせない水。水との関わりに長い歴史を持つ当社の
新規事業として「天然水の宅配事業」を6月から開始します。
よりおいしいお水、より安全なお水を提供することで新たなラ
イフスタイルの提案をします。選べる3色2タイプのサーバー
と選べる3種類の天然水（富士、京都、日田）で新しい生活を
始めてみませんか。自然との対話、水とのふれあいで新たな事
業分野の開拓を進めていきます。
事業名を「BLUEウォーター」とし、WEBサイト（http://
www.b-water.jp）で商品の詳細を紹介していますので是非ご
覧ください。

●「Pam島田」・「Pam岐阜」を新設

●第21回紙わざ大賞を主催 ●被災地への支援活動

「Pam（Paper and material）」は平成14年に三島工場近郊
に開館し、紙に関わる資料や様々な技術のご紹介、過去から現
在に至るまでの代表的な製品をご覧いただいています。さらに

「紙に関する総合的なコミュニケーションの場」として東京本
社に「Pam東京」、三島工場内に「Pam三島」を設置してお
りましたが、各生産拠点の特徴を表現し当社活動を一層ご理解
いただくため、本年1月に「Pam島田」と「Pam岐阜」を開
設し、5つのPamが揃いました。今後は、各拠点から紙の情
報発信基地として活用していきます。

「紙わざ大賞」は紙という素材を追求した静岡県島田市から誕
生した全国公募の “ペーパーアート” のコンペティションで、
平成2年に始まり、これまでにもユニークで紙の特徴を活かし
た多くの作品が寄せられてきましたが、本年開催する第21回
紙わざ大賞は当社が主催することになりました。
自由な発想で無限にある紙の可能性を引き出してくれる作品を
現在募集しており、審査員に日比野克彦氏（アーティスト）、

福田美蘭氏（画家）をお招きし、
優秀作品は平成23年秋に東京・
銀座で展覧会の開催を予定して
います。
あらゆる場面で電子化が進む中、
創る側も見る側も紙の良さや表現
力をあらためて感じていただける
ようなコンテストを目指します。
応募要領等は
http://www.tt-paper.co.jp/
kamiwaza/boshu.html
をご覧ください。

平成23年3月11日に発生いたしました東日本大震災で被災さ
れた皆様への支援や被災地の復興に役立てていただくために、
特種東海製紙グループから義援金1,000万円、グループ従業
員の募金163万円を静岡新聞社に寄託しました。この義援金
は、日本赤十字社を通じて被災地へ届けられます。この他、支
援物資としてトイレットペーパー、ペーパータオル（タウパー）、
軽油、紙コップ、お茶、水、ガスボンベ、電気ポット、卓上クッ
キングヒーターなどを被災地へ向けて発送しました。
被災された皆様のご健康と被災地の1日も早い復興を心よりお
祈り申し上げます。

●ウォーター事業を開始

Pam島田 Pam岐阜

義援金の寄託 三島工場正門前の募金活動
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第4期期末配当金について 会社概要（平成23年3月31日現在）

役　員（平成23年6月24日現在） グループ企業（平成23年3月31日現在）

　平成23年6月24日開催の第4回定時株主総会におきまして、
1株当たり2円50銭の期末配当が決議され、6月27日からお支
払いを開始させていただきます。
　今回の配当金は「その他資本剰余金」を配当原資とするため「資
本の払戻し」に該当し、「利益剰余金」を配当原資とする配当と
は税金計算上の取扱いが異なります。
　詳細は本報告書に同封しております「第4期期末配当金に関す
るご説明」をご高覧くださいますようお願い申し上げます。
　なお、弊社ホームページでも配当に関するご説明とFAQを掲
載しておりますので、ご案内申し上げます。
ホームページアドレス　http://www.tt-paper.co.jp/

商号 特種東海製紙株式会社

英文名 Tokushu Tokai Paper Co., Ltd．

事業内容 紙パルプの製造・加工・販売および子会
社の経営管理等 

資本金 1,148,520万円

事業年度 4月1日から翌年の3月31日

上場証券取引所 東京証券取引所
市場第一部（コード：3708）

設立年月日 平成19年4月2日 

本社 東京都中央区八重洲2丁目4番地1号

本店 静岡県島田市向島町4379番地 

事業所
三島工場、島田工場、横井工場、岐阜工場、
中部営業所、中部営業所静岡事務所、
大阪営業所

会社名 主な事業

株式会社リソース東海 製紙原料の仕入・販売、製材品の仕入・
販売

株式会社東海フォレスト 土木、造園緑化、山林事業、観光
株式会社レックス 一般廃棄物・産業廃棄物の収集、運搬、

加工処理および売買
株式会社テクノサポート 構内作業業務、設備保全業務、重油・

産廃運搬業務
大一コンテナー株式会社 段ボールケース・シートの製造販売
静岡ロジスティクス株式会社 運送業、倉庫業、保険代理業、リー

ス業、酒類販売
特種紙商事株式会社 特殊機能紙・保護紙・画材用紙・エレ

クトロニクス関連用紙・加工品等の販売
特種メーテル株式会社 特殊紙製造、医療用機能性シーツ、

緩衝・保護包装紙の製造・販売
東海加工紙株式会社 ペーパータオルなど各種業務用品の製

造、販売、各種産業用資材の加工、販売
明治製紙株式会社 家庭紙（トイレット、タオルペーパー）

の製造販売

代表取締役社長 三 澤 　 清 利
専務取締役 石 橋 　 達 彦
専務取締役 三 宅 　 博
専務取締役 梅 原 　 淳
常務取締役 斎 藤 　 純
常務取締役 紅 林 　 昌 巳
取締役 関 根 　 常 夫
取締役 大 島 　 一 宏
取締役 落 合 　 一 彦
取締役 松 田 　 裕 司
取締役（社外取締役） 石 川 　 達 紘
常任監査役（常勤監査役） 三 谷 　 充 弘
常勤監査役　　 網 野 　 隆
監査役（社外監査役） 大 倉 　 喜 彦
監査役（社外監査役） 志 賀 　 こ ず 江

配当に関する事項
決　議 平成23年6月24日

定時株主総会
株式の種類 普通株式
配当金の総額 398百万円
配当の原資 資本剰余金
1株当たり配当額 2円50銭
基準日 平成23年3月31日
効力発生日 平成23年6月27日
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株主メモ

事 業 年 度

定時株主総会

基 準 日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

同 取 次 所

公 告 方 法

4月1日から翌年3月31日まで

6月

定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120−232−711

（通話料無料、平日9：00〜17：00）
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

上記は、特別口座に記録された株式に関
する各種お手続き先ならびに郵送物等の
発送と返戻、支払期間経過後の配当金お
よび株式事務に関する一般事項のご照会
先となっております。ご登録住所等の変
更手続きをされる場合は、お取引口座の
ある証券会社等へお問合せください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

当社ホームページ上に掲載
http://www.tt-paper.co.jp/ir/denshi.
html
ただし、電子公告によることができない場合
は、日本経済新聞に掲載

表紙：富士見平からの赤石岳
撮影： 白簱史朗
用紙：ミセスBグリーン
　　　ホワイト

株主優待品のご案内

（ ）

自社グループ製品「タウパー・ポップペーパー」
　日頃のご高配にお応えするととも
に、当社および当社グループを一層
ご理解いただきたいという思いから、
株主様ご優待制度を実施しておりま
す。
　平成23年3月31日現在に1,000
株（1単元）以上を保有する株主様へ、
当社グループ会社の東海加工紙㈱で
販売しております「タウパー・ポップペーパー（150枚入り）12個」
をお届けいたします。「タウパー・ポップペーパー」は安全面・衛
生面に配慮したキッチンペーパーです。
　ご優待品は7月下旬以降にお届けする予定でございますので、ご
愛用いただければ幸いです。

タウパー・ポップペーパー

パターン03-CS   T -90 × Y -80

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　3708

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」
サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　
http://www.a2media.co.jp）※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。


